
学校評価の目的は上記の３つで、大仙市立小中学校管理規
則には、右のように、その実施や公表・報告について定めら
れています。

これに従い、今年度の北神小学校の教育活動や学校運営に
ついての「保護者の方々による評価 「児童による評価 「職」 」
員による評価」の結果および今後の改善の方向等について、
公表いたします。

どうか、よくご覧いただき、更なる改善へのご意見やご提

言等をいただければ幸いに存じます。

学校評価 … №１ 保護者アンケート「子どもの様子について」
◇ 実施時期および回収率 ７月(前期) … ％ １２月(後期) … ％57 80

◇ 結果（Ａ…大いにそう思う Ｂ…まあそう思う Ｃ…あまりそう思わない Ｄ…全くそう思わない）

学校評価 … №２ 保護者アンケート「学校・学級の営みについて」
◇ 実施時期および回収率 ７月(前期) … ％ １２月(後期) … ％57 80

◇ 結果（Ａ…大いにそう思う Ｂ…まあそう思う Ｃ…あまりそう思わない Ｄ…全くそう思わない）

から大仙市立小中学校学校管理規則大仙市立小中学校学校管理規則大仙市立小中学校学校管理規則大仙市立小中学校学校管理規則

(学校評価)

第 条35

校長は、学校の教育活動その他の学校運営の状況につ

いて、自ら評価を行い、その結果を公表するものとす

る。

前項の評価を行うに当たっては、校長は、その実情に2

応じ、適切な項目を設定して行うものとする。

(学校関係者評価)

第 条36

校長は、前条第 項の規定による評価の結果を踏まえ1

た学校の児童生徒の保護者その他の学校関係者(自校

の職員を除く。)による評価を行い、その結果を公表

するよう努めるものとする。

(評価結果の報告)

第 条37

校長は、第 条第 項の規定による評価の結果及び35 1

前条の規定により評価を行った場合は、その結果を教

育長に報告するものとする。

昨年度と同様に、どの設問も概ね好まし
い結果です。

前期「子ども間のあいさつがよくない」
という記述がありましたので、特に強調期
間を設けるなどして指導してきた結果、改
善が見られています。

家庭学習習慣については、職員が一人勉
強ノートへのコメントを継続するなどした
ことで、定着が進んでいます。

保護者・地域の方々のお力添えで、健康
・安全についても、良好な状態が保たれて
います。また、子どもたちは学年の隔たり
なく、仲よく生活しています。

思いやりの心が育っている

0% 50% 100%

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

食育やふれ合い花壇・早ね早おき朝ごはんな

どの取り組みが効果的に進められている

0% 50% 100%

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

本校の特色として進められている取
り組みで、大きな成果を挙げている

ものです。後期は、食育の充実・花壇の受
賞などで評価が高くなりました。今後も工
夫を加えながら継続していきます。

子どもたちの学力向上のために欠
かせないのが毎日の授業の工夫です。

後期は、Ａ評価は増えたものの、Ｃ評価
もありました。今後も一層の授業改善に取
り組んでまいります。

授業が工夫されている

0% 50% 100%

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

家庭学習の習慣が身に付いている

0% 50% 100%

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

あいさつなどの基本的生活習慣が身に付いて

いる

0% 50% 100%

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

安全に登下校している

0% 50% 100%

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

健康で元気に生活している

0% 50% 100%

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ



学校評価 … №３ 保護者アンケート「自由記述」
☆肯定的な記述 ★ご意見・改善点・提言等

～記述者が特定されることを防いだり、内容の誤解を防いだりするため、一部文言を訂正するなどしたものがあります。～

学校報・ホームページ等で学校の様子がよく

わかる

0% 50% 100%

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

今後も、教育委員会施設管理課との
連携を図りながら、施設設備の管理
に努めます。後期は、体育館の電気

関係のトラブルがあり、評価が低くなった
のではないかと思われます。

学級だよりや連絡帳等で学級の様子がよくわ

かる

0% 50% 100%

後期

前期
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

児童を対象とした「くらしのすが
た実態調査」や、職員による定期
的な情報交換などで子どもたちの

実態をとらえ、全校体制で不登校やいじめ
の絶無のために努力しております。

左の二つのグラフは「学校・学級
の情報発信」に関する設問です。

学校に関しては、概ねよいとの評価をい
ただいておりますが、まだＣ評価がありま
すので改善の余地があります。
ホームページは、二年連続で 大賞J-KIDS

秋田県優秀校となりました。昨年度よりも
一日あたりのアクセスが増えております。
さらに多くの方々にご覧いただけるように
内容を工夫してまいります。

学級の情報発信については、全体として
改善がみられるものの、さらに改善の必要
な学年があります。

不登校やいじめ等がないようによく取り組んで

いる

0% 50% 100%

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

児童にはとてもよい反応を得てい
るのが「教科担任」や「ＴＴ」で
す。

今後も指導の効果を検証しながら、より
効果が挙がるように工夫してまいります。

学校の施設・設備が安全に管理されている

0% 50% 100%

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

専科やＴＴが効果的に行われている

0% 50% 100%

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

【【【【前期前期前期前期】】】】
☆ 子どもは「学校が楽しい 「先生が好き」と言っています。子どものことをよく見てくれていてありがたいです。」
☆ 児童数減少となってきていますが、元気と明るさは今まで以上となるよう頑張ってほしい。先生方につきましても明るく接して指導くだ

さるようお願いします。
☆ 校長先生や教頭先生からも勉強が分からないところを教えて頂いているのですごくいいことだと思いました。ありがとうございます。
☆ 食べ物を育て食事の大切さを教えたり、上級生達との交流がたくさんあり、人数が少ないならではの活動があり、よい環境だと感じています。
☆ 上級生が１年生と一緒に遊んでくれたり、会ったときには声をかけてくれるなど良く面倒を見てくれているようでとてもうれしく思って

います。そのことが早く学校に慣れ、また、楽しく学校に通うことができていることにつながっていると感じています。
★ 地域活動等により学校に協力してくださる方々がいらっしゃる時は、学校職員はもっと早く来て準備等の段取りを早くしてもらいたい。

また、お世話になる方々にあいさつの徹底をしていただきたい。
＊ 改善を図ってまいります。今後も職員の対応等でお気づきの点はご指摘下さいますようお願いいたします。

★ 登校時の子どもたちのあいさつについてです。息子が家の前で登校班の生徒と合流する様子を私は家の中から見てるのですが、息子のあ
いさつに対して相手の生徒達は何もあいさつしません。息子の話だとその後合流する生徒達はお互い無言で合流するそうです。それもど
うかと思いますが、お互いそういう決まりならいいと思うのですがあいさつをしたものに対しての返事がないのはどうかと毎朝感じてま
す。他の登校班もそんな感じなのでしょうか？

＊ 夏休み明けの集会で「あいさつ・特に友だちどうしのあいさつの徹底」について指導し、しばらくの間、強調期間として登校班ごとのふり返り
も行いました。少しずつよくなって来ているように思われます。

【【【【後期後期後期後期】】】】
☆ 些細なことでも目が行き届いてくれるので、すごく安心しています。上級生が面倒をよく見てくれることに感心しています。
☆ 毎日とてもよい環境の中で学校生活を送ることができ、とても感謝しています。その分、神宮寺小との合併にはとても不安があります。
☆ 日頃、先生方には子どもたちをのびのびと学校生活を過ごさせていただいて本当に感謝しています。学校行事もいろいろと工夫が凝らさ

れていて満足しています。これからもご指導よろしくお願いします。
☆ 北神小の子どもたちは、１年生から６年生までみんな仲良く、また、高学年の子どもたちはとても面倒見がよく感心しています。人数が

少ない学校ならではの特色だなあと思います。これから合併するにあたってもみんな仲良くしてほしいと思います。
☆ 子どもは毎日学校が楽しい、学級が楽しいと登校しています。先生方の温かいご指導のおかげと感謝しております。
☆ 少人数となり生徒一人一人に目が行き届いた授業、教育ができていると思います。一人一人の人格が伸びることを期待しています。
☆ 同学年のつながりだけでなく、上級生や下級生とのつながりも強く、仲の良い学校だなと思っています。
★ 子どもの帰る時間は大事。時間に変更のある場合は前もって知らせてもらいたい。

＊ 下校時刻を変更する場合には連絡を徹底するようにいたします。
★ 固定観念にとらわれずに様々なことに挑戦してほしい。もっとざっくばらんな考え方で物事を考えてほしい。

＊ 学校の営みにも柔軟な発想が求められる時代です。ご指摘のことについては前向きにとらえたいと思います。しかし、学校行事等にはそれぞ
れのねらいがありますし、学校運営は法や規則に従って行われるため、思いのままには進められない部分があることもご理解下さい。

【【【【閉校記念事業閉校記念事業閉校記念事業閉校記念事業ののののアイデアアイデアアイデアアイデアについてについてについてについて】】】】
☆ 閉校の前に学校にみんなで泊まったりするのも楽しそうです。
☆ 卒業生（県外も含め）への閉校通知（新聞広告とか）
☆ 在校生の思い出文集、タイムカプセル、記録にチャレンジ、生徒による校内・校地内探検・再発見発表大会
☆ 今はノーチャイムを実施していますが、閉校最後の日、または式には思いっきりチャイムを鳴らしてほしいと思います。

＊ お寄せいただいたアイデアは、閉校記念事業推進計画作成の際に参考にさせていただきます。



学校評価 … №４ 児童アンケート
◇ 実施時期 ７月(前期) １２月(後期)

◇ 結果（Ａ…はい Ｂ…だいたい Ｃ…あまり Ｄ…いいえ）

学校が楽しいと感じている児童が多いこ
、 。とは 私たち職員にとって大きな励みです

単なる愉快な場所としてではなく、学び
の場としての楽しさを今後も大切にしてま
いります。後期Ｄ評価の児童については、
個別に対応していきます。

学校生活は楽しい

0% 50% 100%

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

あいさつ指導強調期間を設定したことな
どにより、子どもたち自身の評価でもあい
さつはＡ評価が増加しています。

しかし、Ｃ・Ｄ評価の児童もありますの
で、保護者の方々等と連携しながら根気強
く指導していく必要がありそうです。

自分から進んであいさつをしている

0% 50% 100%

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

保護者の方々の記述にもあったように、
北神の子には、上下学年間の好ましい姿が
見られうれしく思います。

今後もたてわり活動や、学級活動などを
大切にし、児童同士の好ましい関係を育て
ていきたいものです

みんなとなかよく過ごしている

0% 50% 100%

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

後期は充実した「食育」の活動が実践さ
れ、好き嫌いの克服に向けたがんばりが顕
著にみられました。

給食の時間には、職員が子どもたちに声
かけることで、少しずつ好き嫌いがなくな
るよう励ましを行っています。

給食で好ききらいなく食べようとがんばってい

る

0% 50% 100%

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

運動好きの本校の児童は、ＲＵＮＲＵＮ
タイムなど、体力つくりの活動によく取り
組んでいます。

校内マラソン大会で全員が完走し、自己
記録・大会記録更新者が多く出たことはこ
うした活動の成果と言えます。

かけあし・なわとびなど、めあてに向かってが

んばっている

0% 50% 100%

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

おかげさまで事故無く学校生活を過ごせ
ています。このあとも絶対無事故の学校で
ありたいものです 「みどりの会」をはじめ。
とする地域の皆さんや保護者の方々には、
今後も事故防止へのあたたかいご指導・見
守り・お声がけをお願いいたします。

学校の行き帰りや校内で安全に気をつけて行

動した

0% 50% 100%

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

毎月のチェック週間へのご協力ありがと
うございます。

。後期は特に低学年の向上が見られました
充実した学習や楽しい学校生活を支える

のは、やはり規則正しい生活習慣です。こ
のあとも全校体制で取り組みます。

早ね早おき朝ごはんをがんばっている

0% 50% 100%

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

北神の児童は読書好きが多く、今年も昼
の読書タイムなどに夢中になって本を読ん
でいる姿が見られます。今年は、先生方の
オススメの本を紹介したり、アイデア沢山
の読書集会を行うなど、読書活動の充実を
はかってきました。

読書や読み聞かせを楽しんでいる

0% 50% 100%

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

本校では、めざす学校像の一つに「一人
一人の児童に愛情を持って温かく粘り強く
接する」を掲げています。

後期はＣ・Ｄ評価がなくなりました。今
後も、子どもたちにしっかと向き合うよう
にしていきます。

困ったことがあったとき先生は解決しようとして

くれる

0% 50% 100%

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

次第に、お互いのよさや個性を認め合え
る雰囲気が増していて喜ばしいことです。

、受容的な雰囲気のある暖かい学級集団は
学校生活全体を支える基本です。こうした
共感的な学級の雰囲気を大切にしながら年
度末～次年度へ繋いでいきたいものです。

友だちのよさを認め会える学級になっている

0% 50% 100%

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

清掃の仕方が上手になってきています。
校外からお迎えする方からも「学校内が

以前よりきれいになった」と言われること
があります。

あと一年、みんなの校舎を大切に、きれ
いに使っていきたいものです。

清掃をがんばっている

0% 50% 100%

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

子どもたちの考えやアイデア・希望は、
可能な限り、学校運営や学級経営に生かし
ていきたいと考えています。

教師ではなく子どもたちの主役度を高め
るために、子どもたちの新しい発想・アイ
デアを期待したいものです。

みんなの考えやアイデアを出し合うことがある

0% 50% 100%

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ



学校評価 … №５ 職員による自己評価
◇ 実施時期 ７月(前期) １２月(後期)
◇ 結果（Ａ…大いにそう思う Ｂ…まあそう思う Ｃ…あまりそう思わない Ｄ…全くそう思わない）
１．組織・運営・学校力

２．教職員の資質向上

３．開かれた学校

概ねよい評価ではあるものの、後期は少
し低くなりました。また、Ｃ・Ｄ評価の児
童もあり、気にかかるところです。

日々の授業のふり返りなどの結果も生か
しながら、指導方法の工夫改善に努めてま
いります。

勉強は楽しい

0% 50% 100%

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

一人勉強ノートへのコメントの継続など
が奏功してよい状況となっています。

別の調査でも家庭学習の時間が長くなっ
てきていることが分かっています。

Ｃ・Ｄ評価の児童等には、継続的に個別
指導を行っていきます。

家庭学習（宿題・一人勉強）を進んでやる

0% 50% 100%

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

後期になって、さらに高評価となりまし
た。
子どもたちからは「わかりやすい 「楽し」

い 「たくさんの先生とふれあうことができ」
る 「自分のペースで学習できる」などの肯」
定的な声が多く寄せられています。

担任以外の先生からも勉強を教えてもらうこと

は、よい

0% 50% 100%

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

年度途中年度途中年度途中年度途中にににに改善改善改善改善したことがらしたことがらしたことがらしたことがら
・職員定数に応じた校務分担の見直し ・読書カードやブックスランドの模様替え
今年度今年度今年度今年度のののの成果成果成果成果やややや次年度次年度次年度次年度へのへのへのへの課題課題課題課題
・どの設問も評価が向上している ・ 読書活動はさらに意欲的になった。。
・暗唱集会はさらに表情豊かに表現できるような手だてを講じる。
・早ね、早おき、朝ごはんチェックは、担任のコメントを添えることで◎や○が増えてきている。

年度途中年度途中年度途中年度途中にににに改善改善改善改善したことがらしたことがらしたことがらしたことがら
・ミニ研究授業などお互いの授業を参観できる機会を多くした。
・ノート指導、一人勉強へのコメントなど共通実践の強化
今年度今年度今年度今年度のののの成果成果成果成果やややや次年度次年度次年度次年度へのへのへのへの課題課題課題課題
・掲示物等、教室環境に変化を持たせるようにする。
・様々な場面で、子どもたちに声をかけるように心がけてきた。
・共通行動、継続、蓄積を大切にしていく。

年度途中年度途中年度途中年度途中にににに改善改善改善改善したことがらしたことがらしたことがらしたことがら
・学級だよりには、授業の内容や様子、休み時間の様子なども掲載して子どもたちの様子を幅広く伝えるように心がけた。
今年度今年度今年度今年度のののの成果成果成果成果やややや次年度次年度次年度次年度へのへのへのへの課題課題課題課題
・ＨＰ２年連続県優秀校受賞 ・学校報、学級だよりへの掲載内容について誤解を受けることがないように留意する。
・除草、瓶回収など、保護者の方々の様々なご協力に感謝。 ・閉校に向かう年度には、積極的な意見、提言をお願いしたい。

教育方針 ・教育目標は浸透しているか

0% 5 0 % 1 0 0 %

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

校務分掌組織は動きやすいか

0% 5 0 % 1 0 0 %

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

諸会計の処理は適正に行われたか

0% 5 0 % 1 0 0 %

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

食育や 「早ね ・早おき・朝ごはん 」の取り組み

はど うだったか

0% 5 0 % 1 0 0 %

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

詩の暗唱発表会は表現力向上に効果的だっ

たか

0% 5 0 % 1 0 0 %

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

読書活動への取り組みはどうか

0% 5 0 % 1 0 0 %

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

授業が工夫されていたか

0% 5 0 % 1 0 0 %

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

明るい態度で勤務し・児童や保護者に誠実に

対応したか

0% 5 0 % 1 0 0 %

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

子どもの良さを認め伸ばそうとしたか

0% 5 0 % 1 0 0 %

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

職員会議や研修に主体的に参加し共通理解し

て取り組んだか

0% 5 0 % 1 0 0 %

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

学級だよ り等で学級の様子を伝えているか

0% 5 0 % 1 0 0 %

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

学校報 ・ＨＰ等で学校の様子を伝えているか

0% 5 0 % 1 0 0 %

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

保護者との連携は図られているか （面談 ・家庭

訪問 ・懇談等 ）

0% 5 0 % 1 0 0 %

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ



４．生徒指導・進路指導

５．環境整備

６．楽しく明るい生活

７．心力の向上

８．学力の向上

年度途中年度途中年度途中年度途中にににに改善改善改善改善したことがらしたことがらしたことがらしたことがら
・くらしのすがた実態調査を複数回実施し、細かく実態把握ができるようにした。
年度末年度末年度末年度末のののの成果成果成果成果やややや次年度次年度次年度次年度へのへのへのへの課題課題課題課題
・職員が児童についての情報を共有し全校体制で指導にあたることができた。
・児童の様々な行動については、小言ばかりにならないように、強く叱る・じっくりと説諭するなど、方法を見極めて行うようにする。
・月の目標についての意識付けを図るため、ふりかえりの方法について検討する。

年度途中年度途中年度途中年度途中にににに改善改善改善改善したことがらしたことがらしたことがらしたことがら
・特別教室にも時間割を掲示し、使用学年が分かるようにした。
今年度今年度今年度今年度のののの成果成果成果成果やややや次年度次年度次年度次年度へのへのへのへの課題課題課題課題
・定期的に特別教室の片付けの時間を設けたことがよかった。
・子どもたちには、活動後の片付けまでしっかりと指導する。
・さらに少人数となる次年度は、清掃分担や方法などについて一層の工夫をしていく。

年度途中年度途中年度途中年度途中にににに改善改善改善改善したことがらしたことがらしたことがらしたことがら
・あいさつ強調期間を設け、重点的に指導した。
・１１月から、児童の自律的行動を促すため、ノーチャイムとした。
今年度今年度今年度今年度のののの成果成果成果成果やややや次年度次年度次年度次年度へのへのへのへの課題課題課題課題
・チャイムに依存しないで、時計を見ながら行動できるようになった。
・あいさつの指導は今後も継続し、もっと明るい表情でできるようにしていく。

年度途中年度途中年度途中年度途中にににに改善改善改善改善したことがらしたことがらしたことがらしたことがら
・異学年交流活動の奨励
今年度今年度今年度今年度のののの成果成果成果成果やややや次年度次年度次年度次年度へのへのへのへの課題課題課題課題
・子どもたちは十分にやさしい。
・よい結果が自信になり、さらにがんばろう
という気持ちが行動に表れてきている。

・たてわり活動を一層充実する。

年度途中年度途中年度途中年度途中にににに改善改善改善改善したことがらしたことがらしたことがらしたことがら
・パワーアップテストの全校一斉実施
・職員全員による算数科、社会科の授業作り
・授業、家庭学習、ノート指導等における共通実践事項の設定と実施
今年度今年度今年度今年度のののの成果成果成果成果やややや次年度次年度次年度次年度へのへのへのへの課題課題課題課題
・パワーアップテストの改善で緊張感のあるものになった。全校児童の様子を一斉に把握で
きるのもよい。表彰の仕方については改善が必要。

・基本的な学習内容については定着してきている。活用力を強化することが課題。
・教科担任やＴＴは効果的。児童も喜んでいる。
・学習の見通しをもつことで意欲の向上につながっている。

不登 校 ・いじめ ・問 題 行動の 根絶 に全職 員 で

取 り組 ん だか

0 % 5 0 % 1 0 0 %

後 期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

相 談活 動の体 制が とられ ていたか

0 % 5 0 % 1 0 0 %

後 期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

子 ど もた ち の目 標の ふ り返 り体制が 整 ってい

たか

0 % 5 0 % 1 0 0 %

後 期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

校 地 ・校 舎 内の整 備が行 き届 いて いたか

0 % 5 0 % 1 0 0 %

後 期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

活 動 後の 片付けが きち ん とされ て いたか

0 % 5 0 % 1 0 0 %

後 期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

清 掃指 導が 行 き届いて いたか

0 % 5 0 % 1 0 0 %

後 期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

児童は進んであいさつしていたか

0% 5 0 % 1 0 0 %

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

児童は基本的な生活習慣が身に付いているか

0% 5 0 % 1 0 0 %

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

児童は、時間を守って行動できているか

0% 5 0 % 1 0 0 %

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

児童に思いやりの心が育っているか

0% 5 0 % 1 0 0 %

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

児童にがんばる気持ちや向上心が見られる よ

うになってきたか

0% 5 0 % 1 0 0 %

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

児童は家庭学習の習慣が身に付いているか

0% 5 0 % 1 0 0 %

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

学ぶ意欲を喚起する見通しの持たせ方はど う

だったか

0% 5 0 % 1 0 0 %

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

今年度の研修の重点を意識して実践している

か

0% 5 0 % 1 0 0 %

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

パワーアップテス トの取組は効果的だったか

0% 5 0 % 1 0 0 %

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ



９．健康の維持増進・体力向上

１０．安全・安心

年度途中年度途中年度途中年度途中にににに改善改善改善改善したことがらしたことがらしたことがらしたことがら
・給食指導の充実（強制でなく声かけ、食前後のあいさつの徹底 等）
今年度今年度今年度今年度のののの成果成果成果成果やややや次年度次年度次年度次年度へのへのへのへの課題課題課題課題
・毎月のチェックカードでよい生活習慣が身に付いている。
・欠席僅少で、みな健康である。 ・マラソン記録会での新記録ラッシュなど体力が向上している。体力得点も高い。
・ＲＵＮＲＵＮタイムへのたてわり活動の取り入れや、体力テストを意識した種目の検討
・ハンカチを持つことや咳エチケット、トイレ使用マナーなどの衛生面の指導強化

年度途中年度途中年度途中年度途中にににに改善改善改善改善したことがらしたことがらしたことがらしたことがら
・バイパス開通に伴う交通安全指導
今年度今年度今年度今年度のののの成果成果成果成果やややや次年度次年度次年度次年度へのへのへのへの課題課題課題課題
・地域の方々に守ってもらうだけでなく、自
己防衛の意識を育てることも必要

・防災設備を稼働させながら行った避難訓練
が効果的だった。

健康 で元気 に過 ご している か

0 % 5 0 % 1 0 0 %

後 期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

環 境衛 生は 整 え られ て いる か

0 % 5 0 % 1 0 0 %

後 期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

ＲＵＮＲＵＮタイム の取 り組 みは ど うだっ たか

0 % 5 0 % 1 0 0 %

後 期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

登下校の安全は守られているか

0% 5 0 % 1 0 0 %

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

避難訓練や安全教育は適切に行われている

か

0% 5 0 % 1 0 0 %

後期

前期 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ


